
瀧
を
眺
め
る
展
望
大
浴
場

源
泉
掛
け
流
し
の
酸
性
泉

種
類
豊
富
な「
ふ
た
ば
の
湯
」

大
浴
場
の
美
容
備
品
を
充
実

「
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
」確
立
へ

心
身
癒
や
す
九
つ
の
温
泉

日
本
画
の
景
色
に
溶
け
込
む

特
別
室
の
露
天
に
源
泉
使
用

展
望
大
浴
場
「
瀧
の
湯
」

　
福
島
県
土
湯
温
泉
の
「
山

水
荘
」
（
渡
辺
和
裕
社
長
）

は
、
勇
壮
な
二
段
の
滝
を
眺

め
る
「
太
子
の
湯
」
や
展
望

大
浴
場
、
５
カ
所
の
貸
し
切

り
風
呂
と
、
温
泉
三
昧
を
楽

し
め
る
宿
だ
。

　
展
望
大
浴
場
「
瀧
の
湯
」

か
ら
は
荒
川
と
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
雄
大
な
景
色
を
大
パ

ノ
ラ
マ
で
眺
め

る
。
も
う
一
つ

の
展
望
大
浴
場

「
淵
の
湯
」
は

旅
館
で
は
珍
し

い
２
階
建
て
の

造
り
で
、浅
湯
、

深
湯
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
湯
巡
り

を
楽
し
め
る
。

　
当
地
ゆ
か
り

の
聖
徳
太
子
の

名
を
冠
し
た
露

天
風
呂
、
太
子

の
湯
は
山
水
荘

の
象
徴
的
な
存
在
だ
。
荒
川

の
二
段
の
滝
が
圧
倒
的
な
水

量
で
流
れ
落
ち
る
様
子
を
間

近
に
眺
め
る
。
開
放
感
に
浸

れ
る
源
泉
掛
け
流
し
の
露
天

風
呂
を
堪
能
し
た
い
。
今
で

は
珍
し
い
男
女
混
浴
制
を
と

っ
て
い
る
が
、
女
性
専
用
の

時
間
（
午
後
７
～

時
）
も

設
け
て
い
る
。

　
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
に

お
薦
め
な
の
が
貸
し
切
り
風

呂
だ
。半
露
天
の「
石
の
湯
」

「
樽た

る

の
湯
」
、
内
湯
の
「
か

わ
せ
み
」
「
お
し
ど
り
」
、

そ
し
て
露
天
の「
星
天
の
湯
」

が
あ
り
、

分
で
１
１
０
０

円
（
税
込
み
）
と
手
頃
な
料

金
で
利
用
で
き
る
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
土
湯
温

泉
町
字
油
畑

。
☎
０
２
４

（
５
９
５
）２
１
４
１
。htt

p://www.sansuiso.jp/

開
放
的
な
露
天
風
呂

　
福
島
県
あ
だ
た
ら
高
原
、

岳
温
泉
の
「
陽
日
の
郷
（
ゆ

い
の
さ
と
）
あ
づ
ま
館
」

（
藤
井
宏
二
社
長
）
は
、
安

達
太
良
山
火
口
付
近
か
ら
湧

き
出
る
源
泉
を
引
き
、
掛
け

流
し
で
利
用
し
て
い
る
。
湯

は
全
国
で
も
珍
し
い
ｐ
Ｈ
２

・

の
酸
性
泉
。
広
々
と
し

た
大
浴
場
、
開
放
的
な
露
天

風
呂
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
源
泉
は
標
高

１
４
５
０
㍍
地

点
に
あ
る
自
然

湧
出
の

カ
所

の
う
ち
の
一

つ
。
そ
れ
を
８

㌔
と
い
う
長
大

な
１
本
の
管
で

引
湯
し
て
い

る
。
強
い
酸
性

泉
は
長
い
管
の

中
で
も
ま
れ
て

マ
イ
ル
ド
に
な

り
、
入
浴
後
の

さ
ら
っ
と
し
た
肌
触
り
は
他

の
温
泉
で
は
体
感
で
き
な
い

爽
快
感
が
あ
る
と
い
う
。

　
大
浴
場
「
俳
句
の
湯
」
に

は
、
昭
和
の
俳
人
、
宇
田
零

雨
が
詠
ん
だ
俳
句
の
句
碑
や

レ
リ
ー
フ
が
。
露
天
風
呂
に

は
総
ひ
の
き
造
り
と
一
枚
岩

を
く
り
抜
い
た
浴
槽
の
「
花

見
風
呂
」
、
「
月
見
風
呂
」

で
は
総
ひ
の
き
造
り
の
壺
風

呂
が
あ
る
。
空
を
眺
め
な
が

ら
源
泉
掛
け
流
し
の
湯
に
漬

か
り
、
至
福
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
た
い
。
館
内
で
は
感
染

症
対
策
を
徹
底
。
換
気
、
消

毒
、
抗
菌
、
密
回
避
な
ど
、

万
全
の
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
▽
福
島
県
二
本
松
市
岳
温

泉
１
の
５
。
☎
０
２
４
３

（
２
４
）２
２
１
１
。http:/

/www.azumakan.com/

展
望
大
浴
場

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
最
大
の
魅
力

は
何
と
い
っ
て
も
風
呂
だ
。

空
の
湯
（
男
性
用
と
女
性

用
）、山
の
湯
、

里
の
湯
合
わ
せ

て
４
カ
所
の
大

浴
場
が
あ
り
、

多
く
の
湯
巡
り

が
で
き
る
の
が

「
ふ
た
ば
の

湯
」
だ
。

　
空
の
湯
の
ぱ

ぱ
ら
く
と
ま
ま

ら
く
は
谷
川
連

峰
を
望
む
最
上

階
に
あ
る
展
望

大
浴
場
。
露
天

風
呂
「
月
」
や

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ

ル
バ
ス
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

浴
槽
を
備
え
、
開
放
感
た
っ

ぷ
り
の
温
泉
浴
が
楽
し
め

る
。

　
山
の
湯
に
も
眺
め
の
い
い

露
天
風
呂
や
蒸
し
風
呂
、
洞

窟
風
呂
な
ど
の
珍
し
い
浴
槽

が
そ
ろ
う
。
一
方
の
里
の
湯

に
も
「
抱
き
っ
こ
石
」
や

「
饅
頭

ま
ん
じ
ゅ
う

ふ
か
し
」
「
麦
飯

石
の
こ
し
か
け
」
な
ど
の
遊

べ
る
風
呂
を
用
意
し
た
。

　
客
室
は
全

室
で
、
そ
の

う
ち

室
が
露
天
風
呂
付
き

客
室
。
地
域
の
伝
統
織
物
文

化
を
継
承
す
る
宿
と
し
て
、

魚
沼
の
織
物
を
テ
ー
マ
と
し

た
客
室
も
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
▽
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢

町
大
字
湯
沢
４
１
９
。
☎
０

２
５（
７
８
４
）３
３
５
７
。

http://www.hotel-futaba.co
m/

空中庭園露天風呂

個室料亭での会席料理

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
で

最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
老
舗

旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木
澤
哲

男
社
長
）
。
自
家
源
泉
「
子

宝
の
湯
」を
所
有
す
る
ほ
か
、

鬼
怒
川
で
最
も
高
い
位
置
か

ら
絶
景
が
楽
し
め
る
空
中
庭

園
露
天
風
呂
な
ど
、
豊
富
な

湯
、
多
彩
な
風
呂
で
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
吹
き

抜
け
ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な

「
秀
峰
館
」
、
和
の
情
緒
が

漂
う
「
八
番
館
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
風
呂
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
宿
自
慢
の
空
中
庭
園
露
天

風
呂
は
秀
峰
館
の

階
に
。

鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で
使
用

す
る
舟
と
同
じ
も
の
を
浴
槽

に
し
た
舟
湯
で
の
入
浴
や
、

山
々
を
眺
め
な
が
ら
入
浴
で

き
る
立
ち
湯
、
空
を
見
上
げ

る
寝
湯
な
ど
、
９
種
の
湯
船

が
楽
し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男

性
用
大
浴
場

「
麻
の
湯
」
、

女
性
用
大
浴
場

「
紅
葉
の
湯
」、

貸
し
切
り
風
呂

「
打
ち
出
の
小

槌
の
湯
」
が
あ

る
。
八
番
館
に

は
「
滝
の
湯
」
が
あ
り
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
大
浴
場
に
露

天
風
呂
、
座
湯
が
あ
る
。
女

性
客
に
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
や
シ
ル
キ
ー
風
呂
が
お
す

す
め
。

　
２
０
２
１
年

月
、
大
浴

場
の
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
と
ド

ラ
イ
ヤ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
美
容
ブ
ラ
ン
ド
・
Ｒ
ｅ

Ｆ
ａ
の
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド

「
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
　

Ｂ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」
と
ド
ラ
イ

ヤ
ー
「
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
　
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｄ
Ｒ
Ｙ
Ｅ

Ｒ
」
を
利
用
で
き
る
。

　
食
事
は
種
類
が
豊
富
な
ブ

ッ
フ
ェ
が
オ
ス
ス
メ
。
夕
食

は
和
洋
中
約
１
０
０
種
、
朝

食
は
和
洋
約

種
の
料
理
を

提
供
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

で
は
目
の
前
で
焼
き
た
て
の

ス
テ
ー
キ
や
天
ぷ
ら
な
ど
を

調
理
す
る
。
焼
き
た
て
の
石

窯
ピ
ッ
ツ
ァ
、
美
と
健
康
に

こ
だ
わ
っ
た
ベ
ジ
タ
ブ
ル
コ

ー
ナ
ー
、
豊
富
な
デ
ザ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
も
女
性
に
好
評

だ
。
プ
ラ
ン
に
よ
り
個
室
料

亭
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
会
席

料
理
も
選
べ
る
。

　
八
番
館
個
室
料
亭
で
の
会

席
料
理
で
は
栃
木
の
ブ
ラ
ン

ド
牛
「
と
ち
ぎ
和
牛
」
を
は

じ
め
と
し
た
地
場
産
食
材
や

旬
の
食
材
を
堪
能
で
き
る
。

器
に
も
こ
だ
わ
り
、
目
で
も

楽
し
め
る
。

　
同
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
し
、
衛

生
面
に
配
慮
し
て
営
業
を
行

っ
て
い
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川

温
泉
滝
８
１
３
。
☎
０
２
８

８（
７
７
）１
１
１
１
。htt

ps://www.asaya-hotel.co.jp/

蛍あかりの湯

松乃井全景

　
変
わ
る
こ
と
の
な
い
時
を

忘
れ
る
場
所
「
源
泉
湯
の
宿

　
松
乃
井
」
（
戸
澤
千
秋
社

長
）を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
移
行

を
進
行
中
だ
。
若
い
カ
ッ
プ

ル
や
子
ど
も
連
れ
の
若
い
家

族
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
ア
イ

テ
ム
も
用
意
す
る
な
ど
、
滞

在
時
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
努

め
て
い
る
。
松
乃
井
の
良
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
今
後
、
松
乃
井
が

権
利
を
所
有
す
る
自
然
水
の

活
用
や
国
道
沿
い
の
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
な
ど
も
展
開
す

る
。

　
温
泉
は
四
つ
の
自
社
源
泉

で
、
「
源
泉
掛
け
流
し
」
。

湯
殿
の
底
か
ら
直
接
湧
き
上

が
り
、
外
気
に
触
れ
な
い
鮮

度
の
高
い
湯
で
、
松
乃
井
は

こ
の
貴
重
な
湯

を
「
熟
成
生
温

泉
」
と
表
現
し

て
い
る
。
泉
質

は
ア
ル
カ
リ
単

純
泉
。
石
灰
岩

の
地
層
で
長
い

年
月
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
と
浸

透
、
熟
成
さ
れ

た
極
上
の
湯
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

成
分
を
豊
富
に
含
み
、
美
肌

づ
く
り
や
、
細
胞
の
老
化
防

止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
で
き
る
。

　
三
つ
の
露
天
風
呂
付
き
大

浴
場
と
貸
し
切
り
露
天
風
呂

で
、
こ
の
極
上
の
湯
を
満
喫

で
き
る
。「
蛍
あ
か
り
の
湯
」

は
、
蛍
を
模
し
た
淡
い
照
明

と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
人
々

に
癒
や
し
を
与
え
る
。
「
月

あ
か
り
の
湯
」
は
広
々
と
し

た
湯
所
に
加
え
、
読
書
や
昼

寝
が
で
き
る
ナ
ッ
ピ
ン
グ
ル

ー
ム
（
低
温
サ
ウ
ナ
）
を
併

設
。
「
火
あ
か
り
の
湯
」
は

野
趣
に
富
ん
だ
岩
露
天
風
呂

を
併
設
し
、
夜
間
は
た
い
ま

つ
を
模
し
た
明
か
り
が
周
囲

を
幻
想
的
に
照
ら
す
。

　
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
に
楽

し
み
た
い
人
に
は
、
「
星
空

の
湯
」
「
カ
ン
テ
ラ
の
湯
」

と
い
う
二
つ
の
貸
し
切
り
露

天
風
呂
が
お
薦
め
だ
。

　
食
の
面
で
は
４
月
に
利
用

客
と
の
対
面
形
式
の
ラ
イ
ブ

キ
ッ
チ
ン
を
新
設
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
、
館
内
各
所
の
十
分
な

消
毒
と
換
気
、
殺
菌
済
み
備

品
の
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・
ア
ウ
ト
時
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
確
保
。
ス
タ
ッ
フ
は
業
務

前
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
手

洗
い
や
う
が
い
な
ど
体
調
管

理
を
徹
底
す
る
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か

み
町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２

７
８
（
７
２
）
３
２
０
０
。

http://www.matsunoi.com/

冬の全景

冬の極楽湯

　
自
然
豊
か
な
上
信
越
高
原

国
立
公
園
内
に
位
置
す
る
万

座
温
泉
　
日
進
舘
（
大
野
豊

社
長
）
は
、
標
高
約
１
８
０

０
㍍
付
近
に
あ
る
高
原
の
温

泉
郷
だ
。
硫
黄
濃
度
「
日
本

一
」
と
い
う
乳
白
濁
色
の
湯

で
、
昔
か
ら
万
病
に
効
く
と

い
わ
れ
て
き
た
が
、
今
、
心

身
を
癒
や
す
現
代
型
の
湯
治

と
し
て
３
～
６
泊
す
る
長
期

滞
在
の
宿
泊
客
も
目
立
つ
。

　
万
座
温
泉
は
、
自
噴
、
掛

け
流
し
、
高
温
源
泉
、
高
効

能
、
に
ご
り
湯
が
特
色
。
１

日
約
５
０
０
万
㍑
の
湯
量
を

誇
り
、
源
泉
の
温
度
は

度

以
上
。
温
泉
に
加
え
、
健
康

を
重
視
し
た
食
事
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
生
か
し
た
運
動

や
散
策
、
元
気
が
出
る
フ
ロ

ア
ー
シ
ョ
ー
な
ど
で
心
身
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。

　
日
進
舘
の
風
呂
は
全
て
掛

け
流
し
。
天
然

木
を
浴
槽
に
使

っ
た
九
つ
の
風

呂
の
湯
巡
り
が

で
き
る
。
「
極

楽
湯
」
は
山
々

と
満
天
の
星
空

が
広
が
る
展
望

露
天
風
呂
。
モ

ダ
ン
な
新
館
に

あ
る
「
万
天
の

湯
」
は
檜ひ

の
き

を

配
し
た
風
呂
で
、
大
き
な
窓

か
ら
の
眺
望
が
抜
群
。
「
円

満
の
湯
」
は
家
族
な
ど
で
利

用
で
き
る
貸
し
切
り
風
呂
。

太
い
木
の
柱
に
支
え
ら
れ
た

大
浴
場「
長
寿
の
湯
」に
は
、

館
内
最
大
の
湯
船
で
万
座
最

古
と
い
う
「
苦
湯
」
な
ど
六

つ
の
風
呂
が
あ
る
。

　
食
事
は
宿
泊
客
の
健
康
、

長
寿
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ

ー
。
夕
・
朝
食
は
バ
イ
キ
ン

グ
で
、
夕
食
は
和
洋
中

種

以
上
の
料
理
が
並
ぶ
。
和
食

で
は
、
食
材
の
頭
文
字
を
と

っ
た
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
、豆
、胡
麻
、

ワ
カ
メ
、
野
菜
、
魚
、
シ
イ

タ
ケ
、
イ
モ
の
７
品
目
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
れ
る
。
朝
食

も
栄
養
十
分
で
、
新
鮮
な
食

材
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
本
館
ロ
ビ
ー
は
昨
年
改
装

し
た
ば
か
り
で
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
か
ら
フ
ロ
ン
ト
ま
で
開

放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
が
広
が

る
。
客
室
は
計
１
５
３
室
。

和
室
、
洋
室
、
モ
ダ
ン
和
洋

室
か
ら
選
べ
る
。周
辺
に
は
、

森
や
湿
原
、
花
々
が
広
が
る

散
策
路
や
公
園
が
あ
り
、
冬

に
は
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
春
は
残
雪
と
新
緑
、

夏
は
避
暑
、
秋
は
紅
葉
、
冬

は
雪
景
色
な
ど
、
湯
治
は
も

と
よ
り
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に

滞
在
の
魅
力
が
あ
る
。

　
▽
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村

万
座
温
泉
。
☎
０
２
７
９

（
９
７
）３
１
３
１
。https:

//www.manza.co.jp/

旧横山大観邸特別室離れ入り口

大観の湯

　
手
の
ひ
ら
を
広
げ
た
よ
う

な
五
つ
の
入
り
江
か
ら
な
る

五
浦
海
岸
（
茨
城
県
北
茨
城

市
）
。
五
浦
観
光
ホ
テ
ル

（
村
田
章
社
長
）
は
、
そ
の

素
晴
ら
し
い
景
色
を
一
望
で

き
る
北
関
東
屈
指
の
名
宿

だ
。
岡
倉
天
心
、
横
山
大
観

ら
名
だ
た
る
芸
術
家
が
こ
の

地
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。

　
老
松
と
奇
岩
に
白
波
が
打

ち
寄
せ
る
「
海
」
、
天
心
、

大
観
ゆ
か
り
の
「
地
」
、
冬

の
あ
ん
こ
う
鍋
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
郷
土
の
味
覚
が
楽

し
め
る
「
食
」
、
そ
し
て
自

慢
の
「
湯
」
が
訪
れ
た
人
た

ち
を
魅
了
す
る
。

　
「
湯
」
で
体
験
し
た
い
の

が
、
別
館
大
観
荘
の
大
浴
場

「
大
観
の
湯
」
。
２
０
１
２

年
秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
露
天
風
呂
は
雄

大
な
太
平
洋
を
眺
め
る
景
色

の
良
さ
が
自
慢

で
、
横
山
大
観

が
描
い
た
一
幅

の
日
本
画
の
よ

う
な
海
の
景
色

に
溶
け
込
む
一

体
感
を
満
喫
で

き
る
。
内
風
呂

も
大
き
な
窓
越

し
に
海
を
一
望

す
る
。

　
湯
は
源
泉
温
度

度
、
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
掛
け
流
し
の

天
然
温
泉
。
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
冷
え
性
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
疾
病
に
効
く
と
評
判

だ
。

　
別
館
大
観
荘
に
は
、
横
山

大
観
旧
別
荘
の
離
れ
特
別
室

が
あ
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

露
天
風
呂
付
き
。
１
棟
貸
し

切
り
で
、
「
親
子
３
世
代
、

親
し
い
お
仲
間
と
の
集
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
、
お
１
人
さ
ま
や
お
２
人

さ
ま
か
ら
の
ご
利
用
も
可
能

で
す
」
と
女
将
の
村
田
和
華

子
さ
ん
。

　
「
椿つ

ば
き

の
湯
」
「
浜
菊
の

湯
」
と
い
う
二
つ
の
貸
し
切

り
風
呂
も
設
け
て
い
る
。
浜

菊
の
湯
は
手
す
り
を
備
え
る

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
。

体
の
不
自
由
な
人
や
高
齢
者

も
安
心
だ
。

　
本
館
の
大
浴
場
「
五
浦
の

湯
」
は
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

庭
園
露
天
風
呂
と
内
風
呂
。

木
々
の
緑
と
ゆ
っ
た
り
流
れ

る
滝
の
音
、
そ
し
て
遠
く
か

ら
か
す
か
に
聞
こ
え
る
潮
騒

が
訪
れ
た
人
々
の
心
と
体
を

癒
や
す
。
数
奇
屋
風
の
屋
根

と
足
元
の
石
畳
、
湯
船
の
か

た
わ
ら
に
立
つ
石
灯
籠
も
印

象
的
だ
。

　
内
風
呂
は
、
こ
の
庭
園
露

天
風
呂
を
大
き
な
窓
越
し
に

眺
め
る
。
外
か
ら
差
し
込
む

日
の
光
と
浴
槽
か
ら
昇
る
湯

煙
が
〝
湯
情
〟
を
一
層
引
き

立
た
せ
る
。

　
▽
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津

町
７
２
２
。
☎
０
２
９
３

（
４
６
）１
１
１
１
。https:

//www.izura.net/

露
天
風
呂
付
き
客
室

　
千
葉
県
鴨
川
温
泉
郷
天
津

小
湊
温
泉
の
宿
中
屋
（
中
田

弘
治
社
長
）
は
、
創
業
が
江

戸
時
代
の
天
保
年
間
。
房
総

半
島
先
端
近
く
の
海
岸
沿
い

に
館
を
構
え
、
太
平
洋
が
一

望
で
き
る
絶
景
に
加
え
、
敷

地
内
に
湧
き
出
す
源
泉
掛
け

流
し
の
天
然
温
泉
「
城
崎
の

源
泉
の
湯
」
が
楽
し
め
る
。

　
源
泉
掛
け
流
し
の
湯
は
、

女
性
に
人
気
の
美
肌
の
湯
。

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化

物
、硫
酸
塩
、炭
酸
水
素
塩
、

冷
鉱
塩
（
低
張
性
・
ア
ル
カ

リ
性
）
で
、
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、
運

動
ま
ひ
な
ど
に
効
果
が
あ

る
。
大
浴
場

「
城
崎
の
湯
」

「
華
海
の
湯
」

と
露
天
風
呂
、

貸
し
切
り
露
天

風
呂「
浜
千
鳥
」

で
美
湯
が
味
わ

え
る
。

　
宿
は
近
年
、

フ
ロ
ア
の
改
装

な
ど
大
規
模
改

装
を
実
施
。
陶
器
製
で
特
製

の
湯
船
を
設
け
た
露
天
風
呂

付
き
の
特
別
室
を

室
新
設

し
て
い
る
。
特
別
室
に
も
敷

地
内
源
泉
を
使
用
し
、
そ
の

う
ち
３
室
は
源
泉
掛
け
流
し

に
し
て
い
る
。

　
料
理
は
、
料
理
長
が
心
を

込
め
て
調
理
し
、
今
冬
は
フ

グ
に
加
え
、
伊
勢
エ
ビ
ま
た

は
ア
ワ
ビ
が
付
い
た
プ
ラ
ン

を
用
意
。
食
前
の
ふ
ぐ
ヒ
レ

酒
か
ら
ふ
ぐ
雑
炊
ま
で
フ
グ

１
匹
を
堪
能
で
き
る
。

　
館
内
で
は
、
夜
８
時
か
ら

イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
音
楽
と

ジ
ャ
ズ
の
夕
べ
」を
開
催（
要

確
認
）。夜
は
海
と
ジ
ャ
ズ
の

音
色
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　
▽
千
葉
県
鴨
川
市
天
津
３

２
８
７
。
☎
０
４
（
７
０
９

４
）１
１
１
１
。http://www

.nakayahotel.com/

（５） 第３１０３号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）１１月８日（月曜日）


